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（観測の分野）
1

開 発項目：宇宙電波による高精度時空計測技術の研究開発
（研究）　t

研究機関名等：郵政省通信総合研究所

年　度
、～ ｽ成3年度実績 平成4年度実績

平成5年度計画　　　　　　　　　　　　江

最　　終　　目　　標 備　　　　考
予算額

　　　　　　　（千円）

磨@項 41，616 44，415
ノ

㌦

宇宙電波による高精度時
�v測技術の研究開発

　ETS－W衛星によるスペー
XVLBIの実現に向けた標準
M号伝送系等の開発を開始した

B

　ETS－VIによるスペースV
kBIの実現に向けた標準信号
`送系等の施設整備を実施する

B　、

　ETS－VIによるスペースVL
aIの基礎実験を成功させ、次世
纐{格的スペースVLBIの実現
ﾉ向けた努力を行なう。
@これにより、有人宇宙活動時代
にふさわしい宇宙普遍高精度時空

’ 計測技術の確立を行なう。
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開発項目：データ中継衛星技術の研究
1

研究機関御冠：宇宙開発事業団
彫

　’

@　　　年　度

¥算額
昭和60～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）
磨@項， 817，246 ’　　159，260 「　　　131，789

ノ

，

　データ中継衛星、ユーザ宇宙機
A地上システム等データ中継衛星

　衛星レーザ通信機器のシステ
?詩?詞ｱとして、発光部、受

　衛星間レーザ通信機器のシス
eム試作試験として、捕捉追尾

　将来のデータ中継衛星に必要な
Z術の確立を図る。

に係る全体システムの検討を行っ 光部、変調器、復調器等の試作 系、光学系、及び通信・ビーコ
た。また、搭載機器（中継機、ア 試験を行うとともに、データ中 ン系の組合わせ試験を行うとと
ンテナ等）の設計検討を行うとと 継衛星システムの研究を行った もにデータ中継衛星システムの

’ もに、ユーザ衛星搭載用通信機器 研究を行う。

の部分試作試験（高出力増幅器等
）を行い、ADEOS搭載機器の
開発に反映させた。また、衛星間 桑

r レーザ通信機器に関し、設計検討 －

クリティカル部品（発光素子、光
偏光素子等）の基礎試験及びクリ

ρ

テイカルコンポーネント（捕捉追
尾系、光学系及び通信系）の部分 ～

試作試験を行った。　　　　’
さらに衛星間レーザ通信機器の 昏

，システム試作試験として、光学系
1 の試作試験を行った。
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研 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し??ﾚ：航空におけるGPSの利用に関する研究（研究）

t

研究機関名等：電子航法研究所

T

、

、＼ ！

1

・＼　＼＼
1

＼　＼、
@　　　＼＼、年　度＼ ～平成3年度実績’ 平成4年度実績 平成5年度計画

＼
＼《算額（‡融 　　　　　　　　　　　　　　旺A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

最　終　目　標 備　　考
7

　　　　．＼枕?@＼＼　　　　　　　　＼　　　　　　　　　＼、　　　　　　　　　　　、

｝

9，214 9，951

（1）　GPSオーバーレイシス （1）GPS信号発生装置信号 静止衛星を介してGPS信号
3

テム設計を行い、遅延補正 発生部の試作・評価及びシ を伝送する方式（GPSオー
ノ

｝

制御アルゴリズムの検討と ミュレーションに筆追うな バーレイ）について、信号監

匙 信号制御プログラムの作成 鹿島にある地上局実験装置 規装置及び信号制御装置等の

t

ヤ

及び遅延補正制御シミュレ の遅延時間の測定を行う。 試作、信号伝送シミュレーシ

　　ピ　　　、

@　　　　　　　　　　　　　　エー
p 一ション用のプログラム野 ヨン並びに衛星を利用した信

厚

「 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

@　　　　　　　　　　餉 作成を行った。 （2）4年度に作成したプログ 号伝送実験を行うことにより
’

ラムと試作装置を用いて、 、GPSオーバーレイの技術

凋

F （の、信号監視用受信機と信号 信号制御シミュレー努ヨン 開発を行う。
1

■

　　　1A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 制御鑓を試作しだ．， を行い、信号制御プログラ
r

暢
t ムを改良する。 モ　　　　　　～

’
’

｝

（3）信号制御プログラムのパ
’

m
｝
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㌧

ラ区画タを決めるためのG
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PS信号の測定を行い、基

　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、‘　　　　電

C
、 礎データ取得を行った。
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』（通信の分野）「

一

開発項 目1宇宙通信政策推進のための調査研究　　［研究］
π

研究機関名等：郵政省通信政策局

年　度

～平成3年度実績　’ 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考

〆

｝

（千円）

事　項 36、　872 16，645 16，645」

宇宙通信の長期ビジョン 宇宙通信の長期ビジョンに関す 宇宙通信政策懇談会を開催し 宇宙通信政策懇談会を開催す 宇宙通信の開発・利用に関する
に関する調査研究 る調査研究を行うため、各界の有 た。同懇談会は、宇宙通信にお る。同懇談会は、我が国におけ 諸問題について将来を展望しっっ

識者からなる宇宙通信政策懇談会
�J催した。同懇談会は、国際衛

ける利用環境の整備のための技
pの在り方について調査研究

る宇宙通信システム全体のデジ
^ル化のための標準化等の在り

星通信、地域衛星通信の在り方、 を行った。 方等について調査研究を行う。
高度宇宙情報通信網、宇宙におけ

再

る電波の効率的利用の在り方、我
が国の宇宙通信の国際的展開の在 曇

り方等について検討し、報告を取 ℃

りまとめた。

｝

電波を利用した宇宙イン 宇宙開発機関、メーカ、学識経 3年度に設置した「電波を利 宇宙開発機関、メーカ、学識 宇宙環境モニタリングシステ
フラストラクチャの整備 験者、電気通信事業者からなる 回した宇宙環境モニタリングの 経験者、電気通信事業者等から ム、宇宙航行安全システム、宇宙
方策に関する調査研究 「電波を利用した宇宙環境モニタ 在り方に関する調査研究会」に なる調査研究会を郵政省に設置 における情報通信ネットワーク等

’ リングの在り方に関する調査研究 おいて、宇宙情報の分配・処理 し、宇宙における情報通信ネッ の電波を利用した宇宙インフラス
会」を郵政省内に設置し、諸外国 システム、国際協力の進め方、 トワークに関して必要となる機 トラクチャの整備に関し、本格的
における開発動向、システムに必 行政施策等について調査研究を 能、利用動向等について調査研 な有人宇宙時代に向けた具体的な
要となる機能及び技術について調 行った。 究を行う。 方策を検討する。’

「
査研究を行った。

「

，

一

㌔

言

宇宙通信システムの信頼 宇宙開発機関、メーカ、学識 4年度に設置した「宇宙通信 宇宙通信システムの信頼性向上
性向上に関する調査研究 経験者、電気通信事業者等から システムの信頼性向上に関する に資する。

なる「宇宙通信システムの信頼 調査研究会」において、新技術
性向上に関する調査研究会」を の開発・導入に要するコストと
郵政省内に設置し、衛星の状態 信頼性向上効果のトレードオフ
監視及び不具合解析技術、クラ 、それぞれの技術開発及び導入
スタ衛星システム技術、静止軌 の在り方、国際協力の進め方、

｝ 道サービス衛星技術について、 行政支援三等について調査研究
国内外での研究開発動向、必要 を行う。

監　　♂
一

とされる機能、技術開発課三等
穿

ヒ

について調査研究を行った。　　　　一
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（通信の分野）

、

開発項目＝次世代の通信・ 放送分野の研究開発衛星の研究
（研究）L　　　　巳

、

研究機関名誉：郵政省通信政策局 一

　　　　　　　年　度
@
　
　
予
算
額
’

昭和60年～平成3年度実績　　　　　　　　● 平成4年度実頼　　　　　覧 平成5年度計画 最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 9，520 9，738
次世代の通信・放送分野
ﾌ研究開発衛星の研究

　次世代の通信・放送分野の研
?J発衛星の概念設計を行った

　　　　　　「@平成4年度の概念設計結果を
烽ﾆに、引き続き次世代の通信・放送分野の研究開発衛星の設

　携帯地球局を用いた移動体通信
竏ﾚ動体デジタル音声放送の実現
ﾉ必要となる高出力中継器や10

‘

o　　　　　　　　　　¢ 計検討を行う。 m程度の大型展開アンテナ、ミリ
gや光を用いた衛星間通信機器等

L

♂

に関する技術を宇宙で実験・実証
ｷるため、平成11年度頃の打ち上
ｰを目指して、通信放送技術衛星
COMETSに続く、次世代の通

i 信・放送分野の研究開発衛星の開
発を行う。
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（通信の分野）

、

開発項目：航空・海上衛星技術の研究開発 ［研究］

研究機関名等：郵政省通信総合研究所

　　　　年　度

¥算額
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 備　　　　考

（千円） 、

事　項 2，358，331 80，707
6　　058　，

釜

　技術試験衛星V型（ETS－
u）搭載中継器Lバンド部の開発
�sい、宇宙開発事業団に寄与し
ｽ。

@航空機、船舶、陸上移動局及び
＜bセージ通信機の開発、海岸／
q空地球局の整備を行った。ET
r－Vの打ち上げ、初期チェック
繧ﾍ移動体衛星通信実験、AUS
rATとの共同実験を開始した。
@その後、車載用通信装置、陸上

　陸上移動体衛星通信実験を重
_に、アンテナ追尾技術の開発
Aマルチパスフェージング及び
Vャドウイング対策技術の開発
A小型携帯地球局を用いた、通
M実験、アンテナ制御技術の開
ｭを継続し、技術評価及びデー
^解析を進めた。

@OPTUSとの共同実験、E
sS－V利用実験を継続すると
ﾆもに、ETS－V利用のPA

　陸上移動体衛星通信システム
ﾌ開発として、伝搬特性の解明
�p続する他、セラミック誘電
ﾌ基盤を用いたアクティブフェ
Cズドアレーアンテナの開発を
sない、小型携帯地球局と組み
№墲ｹた通信実験を行なう。ま
ｽ、衛星回線による大気球の遠
u制御、データ収集のためのシ
Xテムを開発し、実験を行なう
i宇宙研との共同研究）PAR

　衛星搭：三三中継器、移動地球
ﾇ、海岸／航空地球局及びディジ
^ル通信装置等の開発を行うとと
烽ﾉ、昭和62年度に打ち上げられ
ｽETS－Vを用いた通信実験を
ﾀ施し、特性データの取得・蓄積
yび技術的評価・分析を通し、小
^船舶、航空機、陸上移動体（車
ｼ、携帯）等を対象とする衛星通
M技術の確立を図る。またこの成
ﾊを通じて我が国及び国際的な移

本プロジェクトは平
ｬ5年度をもって終了
ｷるが、PARTNE
qS計画については本
ﾈへの研究協力として
ｽ成6年度以降も継続
ﾌ予定である。

移動局用平面型アンテナを開発し RTNERS計画の支援を行な TNERS計画の支援を行う。 動体衛星通信システムの実用化に
陸上移動体衛星通信実験を開始し つた。 貢献する。
た。

@ETS－Vとインマルサットを
利用し、2衛星測位装置を開発し

評 船舶実験を行った。
小型携帯地球局の開発を行なう

、

γ

とともに、陸上移動体衛星通信実 一

験、2衛星通信測位実験AUSS
ζ
、 AT（OPTUSに組織変更）と

の共同実験、ETS－V利用実験
’

を継続した。
「
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（通信の分野）

開発項　目：小型衛星通信技術の研究 ［研究］

研究機関名爵：郵政省通信総合研究所

　　　　年　度

¥算額
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

最　　終　　目　　標 備　　　　考

・　　　　　　（千円）

磨@項 4，590 8，220 29，861
ノ

小型衛星通信技術の研究 　小型周回衛星に適した通信シス
eムの検討を行なうとともに、蓄
ﾏ転送型の通信システムの検討の
ｽめ、蓄積転送装置基本部試作モ
fルの開発を行なった。

　小型周回衛星を用いた衛星間
ﾊ信や対地上通信に適した変復・
ｲ方式の検討のため、衛星間通
M試作装置を開発するとともに
A蓄積転送装置と組み合わせて
ﾊ信ネットワークの検討を進め
ｽ。

　衛星搭載を想定した蓄積転送
葡uエンジニアリングモデルを
J発し、搭載性の評価等の各種
詞ｱを行なう。また、小型周回
q星による様々な通信ネットワークを研究室で摸擬して評価す

驍ｽめの衛星間データ交換シミ

　開発期間が短く、低コストであ
閨A、複数の衛星を用いるシステム
ﾌ実現が容易である等の特徴を生
ｩした小型周回衛星による通信、
ﾏ測システムを構築するための基
ﾕ技術として、小型周回衛星群を
g用する対地上及び衛星間の通信

E

ユレーションを開発する。 技術の確立を図る。また、この技
衛星通信ネットワークのシステ 術検討を通じて宇宙開発分野での
ム検討をさらに進めるととも小 周回型衛星利用の普及、高密度化
に、最適な変復調方式の検討を に貢献する。
行う。
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（通信の分野）

開発項 目：分散衛星システムによる宇宙通信の研究　　（研究）

研究機関名等：郵政省通信総合研究所

　　　　年　度

¥算額
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 0 3，958 46，346
①　軌道制御技術 　衛星の相対追跡装置の予備開

ｭ試験を行なった。
　衛星の相対追跡装置の前半（
Aンテナ、RF系）を開発する

　近接衛星群を集団として軌道保
揩ｷるために、衛星相互の位置関

O
係を精密に把握し、理想配置に保
ﾂ制御技術を確立する。

～

、

②　通信制御技術 　通信回線制御アーキテクチャ
ﾌ検討を行なった。

　トラピック模擬実験装置を開
ｭする。

　通信回線の障害の際に回線を即
桙ﾉ他の衛星に補完させる技術と
ｵて、動向回線制御及び分散交換
技術を確立する。
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開発項 目：宇宙における光先端通信技術の研究　　［研究］
亀

研究機関名等：郵政省通信総合研究所

　　　　年　度

¥算額
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　　標 備　　　　考

・　　　　　　（千円）
磨@項 3，765 5，000 8，000

ノ　　　　　」

　　匙�謦[技術の研究　　　　　　　　　　　　へ

@　　　　　　　『

　これまでの技術試験衛星VI型
牛ﾚ光通信基礎実験装置の開発
�ﾓまえ、宇宙光通信技術をさ
轤ﾉ高度化するための研究を開
A窪した。先ず、通信容量の拡大
ﾉ必要な宇宙機搭載用高出力半
ｱ体レーザの開発に着手した。

　宇宙機搭載を目標とした通信
p高出力半導体（200mw級
j及びビーコン用高出力半導体
戟[ザ（数w級）の濫発研究を
sなった。

　高出力半導体レーザ装置の開・
ｭ研究を平成4年度に引き続き
ﾀ施する。

　人類の宇宙活動に伴い必要とな
驩F宙機間の大容量通信のニーズ
ﾉ応えるため、技術試験衛星VI型
ﾉよる光通信基礎実験の成果をふ
ﾜえ、宇宙光通信を実用化するた
ﾟの研究開発を行う。開発が必要
ﾈ技術として、宇宙用高性能レー
U技術、大容量通信技術、高度補
足追尾技術、コヒーレント通信技
術等がある。

、

一

一

「 ’
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開発項　目：宇宙ステーショ ン計画に関する調査及びその総合的推進
’

研究機関名等：科学技術庁研究開発局

年　度 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　「

－

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
〆予算額

’ 最　　終　　目　標 備　　　　考
’　「

「

（千円）

事　項 62，924
8　　019　，　　ピ

　
8
，
＼
0
1
9
｝

宇宙ステーション計画に
ﾖする調査及びその総合
I推進

@　　　　　　’
@　　　　　1

　宇宙ステーションの開発のため
ﾉ、参加各国との情報交換及び調
ｸを行うとともに、宇宙ステーシF
?唐ﾌ利用計画の策定等に必要な
ｲ査・検討、運用・利用に関する
総ﾛ会合の開催及び海外で開催さ
黷體ｯ種の会合への参加を行っ’た。また、宇宙ステ㌘ションの安

Sについての検討を行った。日本
l宇宙飛行士の養成及びそのため
ﾌ基盤整備について検討を行っ
ｽ。

　引き続き、宇宙ステーション
J発のために、参加各国との
﨣��ｷ及び調整を行うととも
ﾉ、宇宙ステーションの利用計
謔ﾌ策定等に必要な調査6検
｢、運用・利用に関する国際会
№ﾌ開催及び海外で開催される
ｯ種の会合への参加を行った。
ﾜた、宇宙ステーションの安全軋についての検討を行った。利用

eーマの公募・選定を行うどと
烽ﾉ計画研究実施のための検討　　　　　　　　　　　　　　tを行った。

　引き続き、宇宙ステーション
J発のために、参加各国との
﨣��ｷ及び調整を行うととも
ﾉ、宇宙ステーションの利用
v画の策定等に必要な調査・検
｢、運用・利用に関する国際会
№ﾌ開催及び海外で開催される
ｯ種の会合への参加を行う。ま
ｽ、宇宙ステーションの安全に
ﾂいての検討を行う。利用テー
}の公募・選定を行うとともに
v画研究実施のための検討を進
ﾟる。

　宇宙ステーション計画に関する
e種調査・検：討を実施し、宇宙ス
eーション計画の総合的推進を図
驕掾

@レ

　昭和63年9月に宇宙
賴n協力協定を、日、
ﾄ、欧、加の12三国で
趨ｼし、平成元年3月
ﾉは、宇宙基地協力に
ﾖする了解覚書を署
ｼ。
@平成元年6月に宇宙
賴n協力協定が国会で
ｳ認され、平成元年9
獅ﾉ同協定を受諾し、
b定取極へ加入。平成
S年1月米国が宇宙基
地協力協定を受諾した
ことにより、日米間に

｝

同協定が発効した。
’
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開発項　目　　： 宇宙環境利用実験技術の研究へ（1／4）

研究機関等名　　　： 科学技術庁　航空宇宙技術研究所

年度 昭和61伊平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
最：　終　　目　的 備　　　　　考

予算額
　　’E事項　　　　　　（千円） 353，　017 1　13，　948 121，　893 ’

（1）伸展型実験台とそれ　　　　　　　　　　　「

@を用いた実験・運用
@技術の研究　　　　　旨

金剛型及び張力索形トラス
¥造部、機構部並びに伸展
荢[用外部装置、振動制御
n、潤滑、部材の熱寸法安

前年度までの得られた伸展
^実験台に関する技術成果
�薰ﾉ、運用時における様
Xな不具合に対応するため

昨年度試作した着脱式ジョ
Cント（作業対象）及びツ
[ル（グローブ）機能モデ
汲ﾌ性能評価試験結果に基

宇宙環境を利用した大型
¥造物建設等の各種実験
ﾉ必要となる広い作業空
ﾔ、十分な視野等を提供

「宇宙ステーショ

投ﾖ連技術に関す
骭､究」として、
F宙開発事i業団と

定性等に関する評価実験用 の保守・運用技術について づき、同モデルの改修・追 する多目的伸展型実験台 共同研究を実施し

，〆 装置の試作、試験を行っ
ｽ。また、想定利用ミッシ

検討した。又、想定すべき
s具合モード及びそれらに

加試作を行う。又、肩、手
�凾ﾉ用いられる一軸気密

についての技術（構造、
@構、制御、保守運用技

ている。

、 ヨンの解析結果に基づき、 対する対処法等の検討を行 ベアリングの検討を行い、 術等）及びそれを用いて

議智計についても試作試験 うとともにく作業主体（ロ ベアリング及び気密性評価 の実験技術を確立する。

を行い、ミッション要求が ポット、EVAクルーを想定） 装置の一部試作に着手す
篤 十分満たされ得ることを確 の作業性を考慮した構造 る。　　　　・

認した。 機構様式・作i業ツール（治
’

さらに、本研究結果の軌道 工具、クリッパ、グローブ
上実証試験のためのミッシ・ 等）についても検討を行

，

ッション検討作業を行なう い、ジョイント機構部の試
とともに、実験運用研究 作、ツール及び性能評価装
モデルの試作試験を実施し
ｽ。

置の一部を試作した。　　　　　　　’

’

（2）水・ガス循環装置と

@ライフサイエンス実
@験　．　　　　　　一
@　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

水再生循環システム全体機
¥の評価試験を実施するた
ﾟ、これまでの評価試験成　’果に基づいて各構成要素の　　　　’

?ﾇ試作を行い、これらを

ガス及び水再生循環システ
?¥成要素の総合的評価を
sうため、前年度までに製
?ｵた実験装置を用いて最　　　　　　　　　　》

I評価実験を実施した。ま

低重力実験装置及びそれ用
ﾌ現象観察記録データ処理
葡uを整備し、大型落下施
ﾝによる実験を実施し、無
d力環境下での主要機能の

ライフサイエンス実験を
o済的かつ容易に行うた
ﾟに必要な水・ガスの再
ｶ循環装置製作技術の確
ｧを図るとともに、これ

「宇宙ステーショ
投ﾖ：連技術に関す　　　　　　　しる研究」として、

F宙開発事業団と
､同研究を実施し

肛 組み込んだ自動運転試験装 た、水再生循環システムの 動作確認を行う。また、自 を用いた実験技術及びそ ている。
暫

置の試作を行った。また、 一部要素の無重力環境下で 律閉鎖型あ動植物飼育栽培 の利用・運用技術を確立

ガス再生循環システムにつ の動作を確認するため、大 システムに関する予備検討 する。
菖

いては、各要素の評価試験 型落下塔用実験装置の仕様 を開始する。
を引き続き進めた。 に関する検討を行った。

、

ド 曹

ヤ

「
3

ノ㌧

＠ 肖
〆

｝開　発項　目　　　： 宇宙環境利用実験技術の研究（2／4）
研究機関誌；名　　　： 科学技術庁　航空宇宙技術研究所

一

年度 ’昭和61～平成3年度実績， 平成4年度実績 平成5年度計画
最：　終　　目　的 備　　　　　考

．・ @　　予算：額
事項　　　　　　（千円）

㌧

（3）テザー／ブーメラン・ テザーについては、張力制 テザーシスデムの挙動・制 テザーシステムの運動・制 宇宙ステーション等では

方式による極微小重 御を付加した繰り出し及び、 御の数値シミュレーション 御の数値シミュレーション 得られない微小重力環境

力実験装貴とその応 その後の位置保持並びに巻 を進めた。リール機構の機 を進める。また、リール機 を得るために必要なテザ
用に関する研究 取りの数値シミュレーショ 能モデルの制御実験を引き 構機能モデルの二次試作に 一／ブーメラン等の応用

ンを進めた。また、リール 続き行うとともに、同モデ 着手するとともに、先端ぺ 技術を開発するための設
機構の機能モデル及び先端 ルの改良を実施した。試作 イロード放出機構機能モデ 計データを取得するとと

ノ ペイロード放出機能を試作
ｵて評価試験を行うととも

先端ペイロード初期分離機　　　　　　　　　　　と

¥の機能モデルの評価試験
ルの改良を実施する。更に
eザー材質の調査を進め

もに、その極微小重力環
ｫの利用及びシステム運

に、閉ループ制御試験用シ を実施した。 る。 用技術の確率を図る。

ステムの構築を一部実施し
たdブーメランについて 、

は、宇宙ステーションとの
衝突確率の少ない軌道選択

～ 法、姿勢運動／放出条件誤 ξ

差の影響解析と対処法を検
ノ ．零し、運用の実現性を明確

曇

にした。
｝
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開発項　目　　　： 卜宇宙環境利用実験技術の研究 （3／4）
研究機関漏壷　　　： 科学技術庁　航空宇宙技術研究所

　、ｵ

年度 昭和61～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
最：終　　目　的 ’備　　　　　考

予算：額
　」枕?@　1　　（千円）

ノ

（4）宇宙利用を促進する

@ための実験技術の研

@究

人工知能応用技術につい
ﾄ、宇宙実験支援システム
yび実験自動化のための実
ｱ装置監視・制御サブシス

JEM利用のテレサイエン「ス実験の研究として、遠隔

??ｧ御実験システムの部
ｪ試作を進めた。さらに、

ETS－W相乗り；遠隔操作
ﾀ験のためのシミュレーシ
㏍刀Eソフトウェアの整備　　．

�sい、軌道上実験の予備

’材料、流体実験等の宇宙
?p実験を効率的、有効
ﾉ実施するための実験の
ｩ動化、自律化に必要な

テムの試作を行い、宇宙実 部分試作を進めできた宇宙 設計を行うとともにEMの 人工知能応用技術と遠隔

験支援プロトタイプ・シス
eムの試作・評価実験を行

実験支援プロトタイプ・シ
Xテムの知識ベース機能の

部分製作に着手する。ET
r－V皿及びJEM利用のテ

地での実験を効率化する
ｽめのテレサイェンス技

つた。また、低重力下にお 改修・評価を行った。無重 レサイエンス実験のための 術を確立する。また、想

ける流体挙動のシミュレー 力流体関連技術として大型 遠隔操作制御実験システム 定される種種の流体の問

ションを簡易落下塔、航空 落下施設用流体（極低温、 の部分試作をさらに進め 題に対処できるよう、そ
機を用いて行った他ぐ計算 二相流等）実験装置を製作 る。また実験支i援プロトタ の中枢となる技術的課題

機による低プラントル数回 し、落下実験の準備を進め イブ・システムの知識ベー を解決し、有効かつ広範

体やマランゴニ対流等のシ た。 ス管理機能の試作を行う。 な宇宙利用を可能にす
ミュレーションプログラム 流体現象の広範な課題の振 る。

の開発等を行った6 興と研究の促進を図るた
3 め、その中でキー技術とな

∫
る三次源非定流れの速度・

1

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

’　　　　ぜ 温度分布等の計測技術につ
一

一

いて研究を開始する。　　　　　　脳

また、大型落下施設を用
一

一
「

いて極低温流体移送実験を
開始し、その装置の改良を

■

　　　　　　　　　　　　’
` 図る。
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開発項　目　　・： 宇宙環境利用実験技術の研究（4／4）
研究機関等名　　　： 科学技術庁　航空宇宙技術研究所

年度 昭和61～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
備　　　　　考予算額 最

事項　　　　　　（千円）
L

．（5）宇宙破片防御技術に ～2Km／s～、～7K：m 近年増加の一途をたどる SSLG、日一E
関する研究 ㍗ ／s～の速度領域における 宇宙破片は、将来の人類 SA行政間会合の

二重壁構造に対する超高速 宇宙開発利用活動の展開 枠組みの中で欧・
　【
P

5 衝突実験を実施し、当該デ に大きな脅威となるであ 米各国との国際協
㍉ 一士の蓄積をするととも ろうことが指摘されてい 力活動を念頭に置

曳

に、　H：yd　ro　　　c　od　e る。本研究は同問題への いて、研究を推進
陰 による数値シミュレーシ、ヨ 構造防護の観点からのア している。

ンとの相関を比較・検討す・ ブローチであり、超高速
塾

ることにより、物性モデル 衝突現象解析手法の研
’ の最適化を行ういまた、ク 究、実験データとの比較

世

τ　　　　　　～ レ鵡タ形状の精密な計測に 検討等により、現象解析
5 受するためのデータ処理ソ 技術の高精度化を図り、

フトウェアの試作・整備を 現在宇宙ステーション計
∫

7　　　　　「
@　　　　　「

、

行う。’ 画において検討されてい
h

るバンパー構造の設計基

、 　　　　　　’
@　　　　～e　「

礎資料を取得・提供する　　　　　」

ﾆともに、新しい概念に
基づく防護構造技術の確

！

立を目指す。
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）

開発項目：宇宙環境利用システムの研究　　　、

L

研究機関名等：宇宙開発事業団

　　　　年　度

¥算額
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最：　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 1，848，019
　　　　　　　、Q90，445 419，740

’

軌道上作業機
iOSV）の研究

　OSVシステムについて、運用
�ﾍ、システム解析等のシステム

　引き続きOSVのシステム検：
｢を行った。

　4年度に引き続きOSVのシ
Xテム検討を行う。

　OSVの開発に必要なシステム
yび要素技術の確立を行う。

設計研究を行うとともに、クリテ
Bカルな要素技術の設計検討及び ＼

鴫

要求機能解析、運用方法の設計研
?�sった。また、OSVの動特
性の解析、評価方法について検討
した。

宇宙用超電導技術の調査

､究

　超電導技術の各種宇宙機へあ応
pについて調査検討を行うととも
ﾉ、その実用化に必要な技術開発
ﾛ題について調査・検討を行っ

　前年度に引き続き、特定され
ｽ宇宙機への応用テーマに関
ｵ、そめ実用化に必要な要素部
ｪの設計検討を行った。

　　　　　　　　　　、@前年度に引き続き、特定され
ｽ宇宙機への応用テーマに関
ｵ、その実用化に必要な要素部
ｪの設計検討を行う。

　宇宙用超電導技術の開発に必要
ﾈシステム及び要素技術の確立を
sう。

た。これに基づき必要な要素部分
の設計検討を行った。

国際微小重力実験計画等
ﾖの参加検討

　次期宇宙実験の研究として、IM
k計画参加の構想を取りまとめた。
@また、我が国独自で実施できる
F宙実験システムについて検討を

　欧州ESA等で国際協力のも
ﾆに計画されている宇宙実験計
諱iE－1等）に参加するため
ﾌ調査検討を行った。

　前年度に引き続き、欧州ES
`等で国際協力のもとに計画さ
黷ﾄいる宇宙実験計画（E－1
凵jに参加するための調査検討

　国際協力のもとに実施される微
ｬ重力実験に参加して、与圧空間
ﾅの無重力実験技術を修得する。

L

¶ 行った。第1次材料実験（FMP を行う。

T）で開発した温度勾配炉、電気
泳動装置について性能向上等を目
的とした要素試験を行った。また
IML－1計画に引き続き、IM
L－2計画（平成6年度打上げ予
定）への参加が決定した。
IML－2以降のIML計画等
への参加のための調査検討を行い
iEM利用開始までの宇宙実験計画
の検討を行った。

’

無重量落下実験施設利用
ﾌ研究

　岐阜県土岐市に整備される無重
ﾊ落下実験施設を利用するため㌃に、落下カプセルの設計検討を行

　落下カプセル及び標準搭載機・器の設計・製作を行うとともに

A落下簡易試験を行った。

　自由落下による無重量実験施
ﾝを利用し、実験技術について
賰b的な技術データを取得する

　宇宙環境利用のための予備実験
ﾆして、無重量落下実験施設を利
pした研究を行う。

割 つた。要素試作を行った。

国際ライフサイエンス実
ｱ計画参画のための調査
沒｢

　国際協力によるライフサイエン
X分野の宇宙実験計画に参画する
ｽめの調査検討を行った。また、
ﾀ験システムの予備的検討を行っ
ｽ。

　国際協力によるライフサイエ
cス分野の宇宙実験計画に参加
ｷるための実験シスデムの予備
I検討を引き続き行った。

　国際協力によるライフサイエ
塔X分野の宇宙実験計画に参加
ｷるための詳細検討を行う。

　国際協力によるライフサイエン
X分野の宇宙実験計画に参加し
ﾄ、人間に対して宇宙環境が与え
驩e響についての基礎データを取
ｾする。

“謬
／

’つ夢 1鱈

開発項目：共軌道プラットフォームの研究 ア

、

研究機関名等：宇宙開発事業団
≠

年　度
昭和62～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

予算額 最　　終　　目　標 備　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 9　4　7，　4　74　　　　　　　’ 、68，814 73，257
し 大規模宇宙環境利用システムの 共軌道プラットフォームのシ 共軌道プラットフォームとシ 共軌道プラットフォームの開発

研究として、プラットフォーム等 ステム設計研究を引き続き行う ステム設計研究及び実験システ に必要なシステム及び要素技術の
の設計検討及びクリティカル要素 とともに、実験システムの調査 ムの検討を引き続き行い、遠距 確立を行う。、
（二相流体ループラジエータ等） ・検討、並びに要素技術として 離ランデブ・ドッキング（マヌ．
の洗い出しを行った。 データハンドリング技術及び有 一パリング・ドッキング）技術

マ「 62年度からは、共軌道プラット 人支援型モジュール技術の研究 についてシステム設計研究を行
フォームの全体システム、サブシ を引き続き行った。 う。また要素技術としては、デ

「 ステムの設計研究及び姿勢制御用
ρ

一三ハンドリング技術及び有人
ノ

アクチュエータ、ランデブレーダ 支援型モジュール技術の研究に
’ の要素試作試験を行うとともに、 加え、再生型環境制御・生命維

ドッキング機構の部分試作試験、 持システム技術の研究を行う。
ランデブレーダの要素試作試験及

E

び組合せ評価試験並びにデータ処
理系構成の調査検討及びシステム

唱　　　　　　　　　、㌧

管理アルゴリズムの検討を行6た
@平成3年度から、データハンド
潟塔O技術及び有人支援型モジュ
一ルの研究を行い、、クリティカル

’
要素の洗い出しを行．つた。

㌧

’
4

‘
、

～　　　，
r　　、

’

L

、

｝

7

’

’

「

5　　　　　’

r

，

’

軋

隔　　　i ’

F
眠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

’

ノ

一109一

しご／



ノ

、

一110一

開発項目：宇宙用人工知能の研究 一　　　　　1
、

研究機関名親：宇宙開発事業団

　　　　年　度

¥算額
1昭和60年～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 355，648 27，472 28，245
　人工知能の将来宇宙活動への適
p可能性の検討を行い、宇宙機の
ﾇ制、故障解析及び材料製造の自
ｮ化への応用に関するシステム概

　人工知能の宇宙機への応用研
?ﾆして宇宙機の運用支援シス
eムの設計検討を行うとともに
牛ﾚ用人工知能計算機システム

　平成4年度に引き続き、宇宙
@の運用支援システムの設計検
｢、搭載用人工知能計算機シス
eムについて設計検討を行う。

　省力化、無人化、安全性向上に
K要な人工知能に関する基礎試料
�謫ｾし、その開発に資する。

念検討、及び要素技術検討を行っ について調査検：討を行った。
た。さらに、将来の宇宙機システ
?ﾌ自律化に不可欠なタスクプラ

暁　　　　声 ンニング、画像理解、故障自律回
恣凾ﾌ人工知能の応用について検 ノ　　　　　　，

討を行うとともに、，宇宙用として
適合する人工知能システムアーキ
テクチャについて検：討した。また 燭

、人工知能の応用研究として、宇
準用ロボットを適用対象とした認
識知識処理技術のオンボート自律
化ソフトウェアの設計検討を行う

【

とともに、地上支援人工知能計算
機システムの検討を行った。、

臣

， 「

、

≒ ’

等
ヒ ，

ず　　　　L 　　　　　　　　　　「@　　　　　　　　　　，u

L　　　　　　　　　　　　　　㌔

　　匹
h

　　　　　　　評 げ ’

「

｝
診

T
と

『

1

一

’

f

、

辱　　　　　　　　　多
㎡

▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

u

㌦

多 診 「

開発項目：宇宙用ロボッ ト技術の研究

研究機関誌等；宇宙開発事業団

年　度
昭和60年～平成3年度実績 平成4年度実績

　　　　　　　　　　’ｵ　平成5年度計画

，　　　　予算額 最　　終　　目　　標 備　　　　考
卜 （千円）

事　項 329，884 96，910 93，404
し 　宇宙用ロボットについて、要求

�潤A必要な要素技術の抽出等の
　部分自律型宇宙用ロボットに
ﾖするシステム検討を行うとと

　部分自律型宇宙用ロボットに
ﾖするシステム検討を行うとと

　宇宙での活動の拡大、効率化等
ﾉ必要な宇宙用ロボットに関して

、 調査検討を行うとともに、遠隔操 もに、前年度試作したセンサ用 もに、部分自律制御用プログラ その開発の目途を得る。

／

作／部分自律：型宇宙用ロボットに・
ﾖし、システム検討、要素技術の

遠隔制御用、及びマニピュレー
Vョン用プログラムを地上試験

ムの試作、高機能作業用ツール
ﾌ研究を行う。

’

設計及び部分試作、地上試験モデ モデルと組み合わせて評価試験
　　　　歪m ルの設計等を行った。 を行った。
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開発項目：月・惑星の開発利用の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団　　　　　　　、

　　　　年　度

¥算額
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最：　終　　目　　標 備　　　　考

ノ
く千円）

事　項 30，207 30，993 31，836
　月・惑星の開発利用に関する
Z術検討を行うとともに、無人
T査技術及び有人探査技術の研

　月・惑星の開発利用に関する
Z術検討を引き続き行うととも
ﾉ、無人探査技術及び有人探査

　4年度に引き続き、月・惑星
ﾌ開発利用に関する技術検討、
ｳ人探査技術及び有人探査技術

　月・惑星の開発利用に関して、
K要となる技術及びシナリオを明
轤ｩにする。

、 究を行った。 技術の研究を行い、無人探査個 の研究を行うとともに、無人探
別システムのフィージ，ビリティ 査ミッションに関するクリティ

5 の確認を行った。 カル技術の検討を行う。
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開発項　目：JEM利用実験に関する研究

研究機関誌等：宇宙開発事業団
、

年　度

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画予算額　　　一 最　　終　　目　　標 備　　　　考
（千円）

事　項 97，931 ’　299，738
流熱制御技術、テレオペレー 前年度に引き続き、流熱制御 JEMを利用して行う将来の宇

JEM利用実験に関する研究 ション技術、地球観測、宇宙環 技術、テレオペレーション技術 宙インフラストラクチャ構築のた
境計測等についてのJEM利用 、地球観測、宇宙環境計測等に めの軌道上実験及び産官学連携の

’ 実験計画、実験システム検討を ついてのJEM利用実験計画、 下に計画的に行うJEM利用実験
’ 行う。また、産官学の連携の下 、実験システム検討を行う。 等を行う。

に計画的に行うJEM利用研究 また、産官学の連携の下に計画
のための調査検討を行った。 的に行うJEM利用研究を行う
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動）
r

開発項目：宇宙環境予報システムの研究開発

研究機関誌等：郵政省通信総合研究所

年　度
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 備　　　　考

予算額
　　　　　　　（千円）

磨@項 152，489 45，883 69，775

　　　　　　τ@宇宙環境予報システムの
@研究開発

@　　　　　　　　　　　「

@　　、
ﾖ

　通信総合研究所は約40年にわた
閨A宇宙環境のじょう乱に起因す
體d波通信障害を予報する業務を
ﾀ施し、宇宙環境じょう乱の発生
¥測に努めている。本研究計画は
ｱれらの業務を総合的に発展させ
驍烽ﾌとして、昭和63年度に開始
ｳれた。初年度よりデータネット
潤[クのための施設を順次整備し
ｽ。元年度に独自の太陽観測回
�Q離旧記緬浮隻夢編を行っている。

　データネットワーク及びデー
^ベースを充実させるため、気
ﾛ庁地磁気観測所からのデータ
ｩ動伝送をおこなう装置を設置
ｵ、地磁気擾乱の監視としての
?pを開始した。太陽観測施設
ﾉついては、前年度に引き続き
ｮ備を行い、太陽磁場観測装置
ﾌ偏光部、プラズマ動態観測装
uと共用の画像解析装置の整備
�sなった。

　通信総合研究所稚内電波観測
鰍ｩらのデータを伝送するため
ﾌシステムを整備する。太陽観
ｪ施設については、さらに開発・整備を継続する。衛星による

F宙環境の直接測定をめざした
賰b機器の開発を継続するとと
烽ﾉ、既に打ち上げられている
q星のデータ解析も進める。

　地球大気圏外における、人工衛
ｯ等の機器、あるいは直接活動す
驩F宙飛行士にとって重要な障害
v因である宇宙環境の変動を予測
ｵ、事故を未然に防ぐ予報システ
?i宇宙天気予報）を閉発する。
@宇宙環境変動の最大三三は太陽
?ｮであり、直接的な放射線や高
Gネルギ苧粒子、あるいは太陽風
ﾆ地球の相互作用による様々な擾
吹i地球嵐）である。これら現象
�ﾏ測し、影響の物理的な評価を
sうことが、予報の基盤となる。
Q1世紀初頭には宇宙環境の観測体

ノ

制を確立し、予報業務を開始する
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（宇宙環境利用、有人宇宙活動）

「

研究機関名等：郵政省通信総合研究所

　　　　　　年　度互　　予算額

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 3，738 7，000 12，815
デブリ検出技術の開発 　通信総合研究所宇宙光通信地

繝Zンターの口径1．5mの望遠
1．5m望遠鏡に広視野検出器を付
ﾁした観測実験を行なった。

　左記の研究を平成4年度に引
ｫ続き実施する。

　地上から静止軌道衛星、低高度
ﾌ周回軌道衛星、スペースデブリ

鏡を用いて静止衛星を観測し、
ｻの位置を精密に決定する技術

　天体やスペースデブリ等の高
ｪ解の画像を得るために、地球

を観測するための高感度かつ受光
ﾊ積の大きな2次元センサの開発

　　　　　　　｝
ｼ

の開発を行ってきた。静止執道
繼yび低高度のスペースデブリ
沛o技術を確立するための研究

大気のゆらぎを能動的に補正す
驛Aダプティブ光学技術の研究
�J始した。

、及び微11、物体のより高感度な観
ｪを可能とするための光のゆらぎ
�¥動的に保証して望遠鏡の分解

を開始した。
｛ 能を極限まで高める技術の開発を

行う。また、デブリ観測用の高出
カレーダ技術、宇宙機搭載用デブ

’
『 リレーダ及び宇宙機搭載用のレー

ノ ザ・レーダや高感度画像センサ等
ﾌ研究を行う。
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）

　　　　　　　　　　　　　メ､究項目：宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）及び軌道上からの
無人回収システム （EXPRESS）の再使用に関する研究

研究機関霊台：通商産業省 機械情報産業局　　　　　　　　　　　　、
濯

　　年　度

¥算額

平成4年度実績 平成5年度計画 　　　　　　　　　　　　’
ﾅ　　終　　目　　標 備　ノ　　　考

　　　　　　（千円）、

磨@項
t

宇宙実験・観測フリーフライ

пiSFU）及び軌道上からの
ｳ人回収システム（EXPRESS

　SFU及びEXPRESS
ﾌ再使用実験の実施に関する
Z術的、体制上の問題及び再

　SFU及びEXPRESS
ﾌ再使用実験の実施に関する
Z術的、体制上の問題及び再

　SFU及びEXPRESSの再使用により、微小重力環境利用
@会が主体的かつ継続的に確保できることから、継続性・反復性
ｪ必要不可欠な材料技術開発等における技術：革新等に資する。

　　　　　－jの再使用に関する研究 使用に伴う課題等に関する研 使用に伴う課題等に関する研
、

究に着手した。 究を行う。
亭
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（人工衛星共通技術の分野）

研 究項目：仮想環境を用いた遠隔プログラミングに関する研究
ハ

研究機関等名：工業技術院機械技術研究所 一

年　　　度
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

予算額 ：最　終　目　標 備　　　考

（千円）

事　　　項 7，345

仮想環境を用いた遠隔プログラミ ’

ρ 仮想環境モデルを言語で記 宇宙ロボットを遠隔地から巧みに 平成5年度スタート

ングに関する研究’ 写するための基本要素解析を 操縦できるテレオペレーションシス
進めるとともに、テレオペレ テムの構築を目指し、その際重要と
　　　“黹Vョンの実験環境の整備を なる遠隔プログラミングシステムを
進める。 研究する。
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（人工衛星共通技術の分野）

研究項目：宇宙環境の高度利用に関する研究
、

研究機関隠名：工業技術院 電子技術総合研究所

年　　度 　　　　　　　　ヒ

`平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

ト　　予算額
最　終　目　標 備　　考

（千円）

事　　項
52，562

高効率宇宙熱発電の研究
、

　蒸気フィールドアルカリ金属熱
d変換実験装置を製作し、蒸発・

　大型宇宙施設で必要となる電力を
ｭ生する熱発電システムに関して、

平成5年度スタート

凝縮挙動の研究を開始するととも 熱再生型電池の研究と蓄三部と発電

に、コンポジット潜熱蓄熱材料の 部が一体化したシステムの研究を行
f

1

＼ 高性能化、熱収支の検討を行う。 う。

無重力作業技術の研究 　軌道上での精密作業技術の研究
�sうための精密作業用多重セン

　大型宇宙施設で必要となる宇宙作
ﾆシステムに関し、移動運動及び精

平成5年度スタート

声
サハンドのプロトタイプの試作を 密作業を行う場合に必要な制御技術

行う。また空間物体運動推定アル の研究を、無重力空間での運動能力

h
ゴリズムの研究を行う。 と作業技能の高度化に重点をおいて

行う。

無重力材料プロセス技術の
､究　　　　一

，

～

　付着型成長を行う界面の成長過
�ﾅの揺らぎ現象の観察、膜成長
桙ﾌ基板上での金属の溶融凝固過

　将来の宇宙施設での材料製造に資
ｷるために材料製造過程の高度観察
Z術の開発とその適用例としての成

平成5年度スタート

程のその場観察、ゼオライト合成 膜プロセス、水熱合成プロセスの研

’
実験の予備実験を行う。 究を行う。

地球観測用大規模ラジオメ

[タの研究

’ 　超合成方式による開口合成結像
ｴ理を検証し、ラジオメータの基

{性能の検討を行うとともに実験

．将来の地球リモートセンシングの

ｽめの超合成方式の長波長マイクロ
gラジオメータの研究を行う。

平成5年度スタマト

、㌧

用超合成ラジオメータのアンテナ
の試作を行う。　，

圧

雫　　　　　　　　、吊

ノ

r

1

、

薯 兜　　　㌻

■

1
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開発項目：宇宙用軸受に関する研究
P

研究機関名等：科学技術庁 航空宇宙技術研究所　　　　一

　　　　年　度

X予算額
、　昭和56～平成3年度実績

平成4年度実績　　　「

平成5年度計画
最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項1 244，563 23，562 23，562
接触型軸受の研究 高周波スパッタリング法による 個体潤滑膜を付着させない軸

ノ

宇宙用軸受の潤滑メカニズムの 人工衛星、宇宙ステ

固体潤滑膜の品質を一定に保つた
ﾟに必要な圧力制御装置を整備す

受について、高荷言下、高温真
�ｺで試験を実施し、限界性能

解明を図るとともに、固体潤滑すべり／ころがり軸受の設計法並び 一ション日本モジュー
求iJEM）等の軸受

るとともに、超高真空軸受試験機 を明らかにした。また、マイク にデータベースの確立を図り、技 設計に必要な広範囲な

を整備し、揺動軸受試験、高荷重 ロ波放電法による原子状酸素生 術試験衛星VI型（ETS－VI）及 条件における実験デー
軸受試験を行った。また、耐酸化 成実験を行い、ヘリウムを酸素 び宇宙ステーション日本モジュー タを蓄積し、宇宙回す

「

性固体潤滑膜の研究を行うととも
ﾉ、原子状酸素製造法・計測法の

に混入させることにより原子状
_素生成量が飛躍的に増大する

ル（JEM）用軸受の開発に資す
驕B

べり／ころがり軸受の
ﾅ体潤滑技術を確立し

研究を行った。（昭和62年度～） ことがわかった。 た。

ノ

←

’

∫

、

磁気軸受の研究 昭和56年度より衛星用磁気軸受 ノ
三軸姿勢制御衛星の

雨　　　　　　　　メ

@　　　　　聖　、

の研究を進め、磁場、構造解析、
s安定現象の解明を行うことによ
閨A磁気軸受の実用化を図るとと　　　　　　　　　　蚤　　　　　　　　　　　　　　　　　’もに・、昭和61年8月13日に打ち上

ｰられたH－1ロケット試験機

【　　　　縛
「

姿勢制御用フライホイールの長寿命化及び姿

ｨ制御の高精度化に必
vな低消費電力で、高
ｬ回転可能な磁気軸受

（2段式）の相乗りペイロードと 、　　　寸 噛 の基本設計技術を確立
｝ して、本研究成果を発展させた2 一

した。

軸制御型磁気軸受フライホイール ，

　　　　　　冒v

実験装置（呼称三じんだい）を搭
ﾚし、宇宙環境下での実験に成功

ト

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

e→
した。（昭和56～61年度）

1

P

、 脚

「

じ

‘

曹

‘
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開発項目：ランデブ・ドッキング技術の研究

研究機関名識：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

年　度

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 備　　　　考
予算額 ’

　　　　　　　（千円う

磨@項 9，785 16，592 24，995

一

　機動性飛行制御用の画像センサ
ｭパイロットによる遠隔操縦のた
ﾟのシミュレーション実験用（視
o表示）ソフトウェアを製作し｝
鞫恤¥示による遠隔操縦の一次評
ｿを行った。

@　　　　　　、

　機動性飛行制御技術のための
覧｣、姿勢を検出する画像セン
T用ターゲット模型及び遠隔操
c技術のシミュレーション実験
p（運動計算）ソフドウェアを
ｻ作し、画像入力機能と遠隔操
c機能の評価を行った。また将
?^結合技術のための結合シミ

　画像センサの試験のための照
ｾ模擬装置を製作し、宇宙での
^ーゲット衛星画像取得の地上
¥備試験を行う。遠隔操縦支援
pソフトウェアを開発し、機能
�]価する。将来型結合機構の
ﾊ置決め装置である偏心ジャー
iル装置を製作し、結合時の位

　宇宙ステーションへの物資の補
求E回収、さらに軌道上作業機に
謔髑蛹^プラットフォームの建設
ﾉ向けて必要となるランデブ・ド
bキング技術について、姿勢セン
Tによる飛行制御技術、パイロッ
gによる遠隔操縦技術及び将来型
牛㈲Z術の確立を図る。

　ランデブ・ドッキン
O技術等の実証のため
ﾌ技術試験衛星V皿型
iETS一三）による
O道上実験に関して宇
?J発事業団と共同研
?�¥定してる。

‘　　　　　　　　　　　　　、

訥

ユレータ（低摩擦床）を製作し
A無重力環境の機能評価を行っ
ｽ。

置決め機能を評価する。

㍉

飾 」　　　　　　　　　　　　　　　　　」

，

、

’

畠
ド

’

「

㍉

’
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置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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、
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，
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開発項　目　　　： 太陽集光・熱輸送技術の研究
研究機関総名　　　： 科学技術庁　航空宇宙技術研究所

年度 昭和52～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
、

考予算：額 最　　　　目 備

事項　　　　　　（千円） 17，　710 7，　210 15，　017
曹

｝　　　　’　　　　　’ 熱機関との統合を想定した 熱機関への結合を模擬した 太陽集光エネルギーを効
及び反射鏡全体構造、展開 数種の対流冷却ヒートパイ キャビティ構成型のNaヒ 率よく輸送し、高い熱電
機構の検討に基づき、反射 プモデルについて、真空環 一トパイプモデルを試作 変換効率を持つ熱機関か
鏡の支持構造機能モデルの ：境下での熱輸送特性試験を し、真空環境下での対流冷 らなるシステムの設計技
試作評価を行った。また、 を実施し、比較評価を進め 却による熱輸送特性の評価 術を確立するとともに、
太陽集光熱源と熱機関との た。 試験を行う。 その利用、試験、運用技
効率的な高温熱輸送を行う

戸 術を確立する。

ナトリウムヒートパイプモ ＝　　　　　　　　r
デルの真空環境での輻射冷 ▼

却試験を行った他、対流冷
却方式のヒートパイプモデ
ルを試作し、三熱解析を行

〆

つた。
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卑

　　　　　　　　、J発項　目　　　： 熱機関発電技術の研究
研究機関等名　　　：

科学技術庁　航空宇宙技術研究所　　　　　　、

年度 昭和52～平成3年度実績
平成4年度実績　　　　　　仁 平成5年度計画

　　　　　PF最　終　　目　的 備　　　　　考
予算額 、

亀

ノ

事項　　　　　（千円） 25，　217 8，　240 0
ノ

熱機関発電システムの概念 熱効率が高く、出力制御性 前年度試作した三次試作モ 太陽集光エネルギーを効

検討及び宇宙環境に適合す
髞M機関方式の検討に基づ

　　　　　「ﾌ優れ＃熱機関三次試作モ
fルとリニア発電機の出力

デルの運転評価データを基
ﾉキャビティ構成型ヒート

率よく輸送し、高い熱電
ﾏ換効率を持つ熱機関か

き、熱機関モデルの試作改 特性試験を行い、運転評価 パイプを熱機関モデルのヒ らなるシステムの設計技

¶ 良を進め、基礎的な性能デ
[タを取得し、評価を行っ

データを取得した。また、
qータ部の配置形状につい

一タ部に組込むための設計
沒｢を行う。

術を確立するとともに、
ｻの利用、試験、運用技

た。また、二次試作モデル てヒートパイプとの統合化 術を確立する。

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噺 の改良試験とリニア発電機 に関する検討を進めた。
一

単体の特性試験により高雄
4

率化、高出力化を目指した
三次試作モデルの仕様を決
定した。 ‘

、

’

，
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（人工衛星共通技術の分野）

開発項目：宇宙用高信頼性共通部品の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団

年　度
昭和61～平成3年度実績

　　　　　「

ｽ成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）
磨@項　， 8，510，858 680，154 657；614

¶

抵抗器、コンデンサ、太陽電池 大電力用コンデンサ、耐放射 耐放射線性メモリ素子、チッ 自在な宇宙活動を展開するため
セル、蓄電池、ダイオード、トラ 線性メモリ素子、チップ型受動 プ型受動部品、高速メモリ、光 人工衛星等に必要な高信頼性共通
ンジスタ、IC、スイッチ、振動 部品、高速メモリ、光素子、高 素子、耐放射線性MOS型電解 部品の開発の目処を得る。

一

子、トランス、フィルター、’LS 性能圧力センサ、高性能温度セ 効果トランジスタ、高性能圧力

TTL、光伝送部、NiCdセル ンサ、大型ニッケル水素電池、 センサ、高性能温度センサ、大
コネクタ、推薬弁、圧力センサ、 大容量ニッケルカドミウム電池 型ニッケル水素電池、、水素吸
ハイブリッドIC、耐放射線性 の研究を行うとともに、高信頼 蔵型ニッケル水素電池の研究を
CMOSIC、太陽光反射素子、 性部品の規格類の作成及び実装 行うとともに、高信頼性部品の

，　　　　　1
高放熱プリント基板、大電力用コ
塔fンサ、耐放射線性メモリ素子

技術信頼性向上の研究を引き続、
ｫ行った。また、熱制御フィル

規格作成及び実装技術信頼性向
繧ﾌ研究を引き続き行う。また

ニッケル水素蓄電池セル、チップ ム及びエネルギー貯蔵技術の研 熱制御フィルム及びエネルギー
型受動部晶、高性能圧力センサ、 究を行った。 貯蔵技術の研究を行う。
高性能温度センサ、大容量ニッケ ’

ルカドミウム電池セル等の研究を
’ 行い、これまでの人工衛星での部

品開発に反映された。また、高速
メモリ、光素子、大型ニッケル水
≧ 素電池等の研究を行うとともに、
高信頼性部品の規格類の作成、高 、

信頼性部品の、対放射線性試験及
び実装技術信頼性向上の研究を行

トつた。　　　　　　　，　　　　’
「

み

一

「　　ゴ

@　　　　　　　　　∫@　　｝@　　“@㌔
午

L

～
を

ご r

〆　　’　　一
’

サ

霜

卍

、 〆

一

駕5

～

’

P　　　‘

一

’

’

雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

一125一

／

穏～　　。隔　　ヅ……



気
4

一126一

開発項目：部品開発共通技術の研究 、

研究機関名謁：宇宙開発事業団
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
度
鱒

昭和61～平成3年度実績

　　、

ｽ成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　　標 備　　　　考
予算額 ∫

ト

　　　　　　　（千円）

磨@項 874，863 190，670 200，675

｝

　アウトガスの測定及びデータ解
ﾍ、汎用集積回路の性能評価蓄電
rの信頼性評価、宇宙用有機材料
ﾌ評価、各種部品の複：合耐力の評
ｿ、破壊物理解析手法の評価、熱
ｧ御要素の熱特性評価、耐酸素原
q特性の評価、CMOS構造素子
yびバイポーラ構造素子の耐放射
ｫ向上等を行った。

　3年度に引き続き、アウトガ
Xの測定及びデータ解析、汎用
W積回路の性能評価、蓄電池の
M頼性評価、宇宙用有機材料の
]価、各種部品の複合耐力の評
ｿ、破壊物理解析手法の評価、
M制御要素の熱特性評価、耐酸
f原子特性の評価、バイポーラ
¥造素子の耐放射性向上等を行
､ととにも塗料の評価を行った

　アウトガスの測定及びデータ
�ﾍ、汎用集積回路の性能評価
~電池の信頼性評価試験、各種
舶iの複合環境耐力の評価、破
�ｨ理解析手法の評価、熱制御
p材料要素の塾特性評価、亟酸
f原子特性の評価、塗料の評価
Aバイポーラ構造素子の耐放射
?ｫ向上の研究を行う。

　高信頼性部品の開発のために、
]価解析技術を確立するとともに
K要な基礎データの蓄積を行う。
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開発項目：高精度三軸姿勢制御系の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団
　

　　　　年　度

¥算額
昭和57年～平成3年度実績 　　　一ｽ成4年度実績 平成5年度計画

最　　終　　目　標 備　　　　考
、

　　　　　　　（千円）
磨@項ダ　　　　’ 570，548 68，797 70，917

61年度までの成果は、ERS∴ 静止地球観測衛星の高精度姿 静止地球観測衛星の高精度姿 高精度かつ複雑・多様な制御が

1、ETS－VI等の姿勢制御系の 勢制御のシステム検討及びファ 勢制御システム検討ファジィ制 要求される将来の各種宇宙機に必

，　　●

　　　　　rJ発に反映された。
@62年度からは、柔軟特性を有す
髑蛹^宇宙プラットフォームの姿

ジィ制御を応用した人工衛星の
tァジィ姿勢制御技術のシステ
?沒｢を引き続き行うとともに

御方式を応用した人工衛星のフ
@ジィ姿勢制御のシステム検討
yび大型宇宙構造物の組立・分

要な姿勢制御系の技術の確立を行
､。

♂ 勢制御系に関し、モデル化技術、 大型宇宙構造物の組立・結合・ 離・結合時の姿勢制御技術の検
制御方式、設計手法等の検討を行 分離時の姿勢制御技術の研究を 討を引き続き行う。
い、さらにマニピュレータ作業時 行った。
の姿勢制御技術の検討、静止地球 ，

衛星の高精度姿勢制御のシステム

　　　　　　、|

検討及びファジィ制御の宇宙への
K用に関する調査検討を行った。
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開発項目：熱制御系の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団
ρ

昏、

　　　　年　度

¥算額
@　　（午円）

　　　　　　　　　艸
ｺ和57年～平成3年度実績　　　　　　　’

平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標

　
　
備
　
　
　
　
考
ノ

事項 ’　　　　　　347，　6　52 78，904 81，854
　ヒートパイプ、オプティカル・
¥ーラリフレクタ、熱制御パネル
凾ﾌ熱制御要素の試作試験及びこ
黷轤�pいた衛星め熱設計、熱制
芫Z術の検討を行い、これまでの
q星の開発に反映された。
@61年度からは、プラットフォー
?^宇宙機の排熱技術に関する設
v解析を行うとともに、二相流体

　プラットフォーム型宇宙機の
r熱技術として、二相流体排熱
Vステムの流熱制御装置の研究
ｼデルの試作を行うとともに、
F宙用冷却機について研究モデ
汲ﾌ寿命試験（その1）を行っ
ｽ。　　　　　’

　プラットフォーム型宇宙機の
r熱技術として、二相流体排熱
Vステムの流熱制御装置の研究
cfルによる性能試験を行うと
ﾆもに、将来型放熱装置（ラジ
Gータ）の調査検討を行う。
@宇宙用冷却機については引き
ｱき研究モデルによる寿命試験
iその2）を行う。

　プラットフォーム型宇宙機、高
ｴ度センサ等に必要となる熱制御
Z術の確立を図る。

排熱システムの流熱制御装置につ 貿

P いて研究モデル設計を行った。ま
た地球観測センサ等に用いる宇宙
用冷却機要素の部分試作試験並び
に研究モデルのシステム設計及び
試作組立を行い、性能試験を実施
ｵた。
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開発項目：将来型人工衛星系の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団
’

年　度
昭和61年～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考
　　　　　　　　（千円）

磨@項 　　　　　　　、R07，057 83，811 92，742
「

： ’

帥

静止プラットフォームのシステ 静止プラットフォームのシス 静止プラットフォームのシス 静止プラットフォーム等の将来

ム構成の検討を行うとともに、要 テム構成の検討を引き続き行う テム構成の検討を引き続き行う 型人工衛星の概念を明らかにする
4 素技術として、一次元展開トラス とともに、要素技術として一次 とともに、要素技術として一次 とともに、その開発に必要な技術

構造体の設計検討及び地上におけ 元展開トラス構i造体について計 元展開トラス構造体について計 の確立を行う。
ズ る展開シミュレーション試験法の 算機シミュレーションによる性 算：機シミュレーションによる性

検討を行った。また、エネルギー 能解析を行っメこ。また、エネル 能解析を行う。また、エネルギ
供給技術について長寿命化に必要 ギー供給技術について、発電シ 一供給技術についてはエネルギ
な技術及び高効率化に必要な高温 ステムの高温化、及び高温四三 一伝送技術の検討を行う。さら
化蓄熱技術の検討を行った。さら 熱技術の検討を行った。さらに に、コンステレーション衛星シ
に、平成2年度に引き続き1トン 測位通信サービスシステム、コ ステム、テーザー衛星システム 噛

級／3トン級静止衛星バスのシス ンステレーション衛星システム 等の高度な衛星システム検討を
i テム検討を行った。 テーザー衛星システム等の高度 行うとともに、衛星小型化技術

な衛星システムについてシステ について調査検討を行う。これ
ム検討を行うとともに、衛星小 ら将来型人工衛星に適した機械
型化技術について調査検討を行 環境試験技術についても検討を
つた。 行う。
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開発項目：ランデブ・ ドッキングシステム技術の研究

研究機関名等：宇宙開発事業団 〆　　　　　　　　　　　　　　ノ

年　度

平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 備　　　　考
予算額

（千円）

事　項 85，314

、

を警照照誘劣璽勢近傍センサ及びドッキング機構の試作試験を行った。　　　　、 r　　　　　　　　　　　　一　　　　．ｵ　3年度に引き続き、ラツァフ・レーダー、近傍センサ及びド

bキング機構の試作試験を行っ
ｽ。

　共軌道プラットフォームの研
?ﾉ引き継ぎ遠距離ランデブ・
hッキング技術について研究を
sう。

　将来宇宙活動に必須の技術であ
驛宴塔fブ・ドッキング技術の確
ｧを図る。
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開発項目：複合機能衛星の研究
、 、

研究機関名等：宇宙開発事業団
一

’年　度

～平成3年度実績

　　　　1　　　　　　　　　　　　，

ｽ成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考

（千円）
ピ

事　項 13，886
複合ミッションを搭載した静 静止用複：合機能衛星の実現性を

く》

止衛星のシステム検討を実施す 明らかにし、具体的なミッション
るとともに、ミッション機器間 構想を構築する。
の干渉の可能性について調査検
討を行う。 ／
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開発項目：衛星環境データ解析技術の研究

研究機関隊商：宇宙開発事業団

　　　　　　　　f@　　　年　度

¥算額

～平成3年度実績　　　　　　　　、 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 　　備　　　　考
P

　　　　　　　（千円）
磨@項　　　　　　　　、

腎

21，077 22，407
　衛星環境発生メカニズム及び
q星環境の影響について検討す

　平成4年度に引き続き衛星環
ｫ発生メカニズム及び衛星環境

　宇宙放射線等の宇宙環境が衛星
凾ﾖ及ぼす影響を明らかにする。

ず

り【

るとともに、衛星搭載の技術データ取得装置によるデータを基

ﾉデータ評価解析及び衛星環境
cfルの構築を行った。

の影響について検討する。さら
ﾉ、TEDAで取得されるデー
^処理作業及びモデルの整備を
sう。また、ETS一瓢に搭載
する酸素原子モニタのシステム

／ 検討及びEM設計を行う。
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開発項目：宇宙用部品’・ 材料の耐放射線評価の研究
疋

研究機関名等＝日本原子力研究所（高崎研究所）

年　度

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
’

・予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考
　　　　　　　（千円）
磨@項、 14，766，501 1，324，000 1，663，000
研究計画の検討及びイオン 昭和61年度、62年度に建家 第H期施設の建設、整備を進め 建家及び中エネルギー軽イオン 残りの内装実験装置（6回忌）
照射研究施設の建設・整備 及びイオン加速器の研究等を行 るとともに、第H期分の内装実験 照射装置、低エネルギーイオン照 を整備し、施設整備の全体計画を

’ い㍉62年度に高エネルギーイオ 設備の設計、製作を開始した。ま 射装置を完成させ、実験利用を開 完成する。これらの施設を用い
江 ン照射装置、63年度にイオン照 た、整備の終わった高エネルギー 冠する。また、内装実験装置（6 て、宇宙環境材料としての半導体

射研究棟の建設に着手するととも 照射装置及び中エネルギー重イオ 装置）の整備を完了させ、マイク 材料素子、センサー等の耐放射線
に、中エネルギー重イオン照射装 ン照射装置の利用、運転を定常化 ロビームを用いた宇宙用半導体の 性評価に関する研究開発を実施

i

置及び内装実験装置一部の設計・
ｻ作を開始した。平成元年度には

するとともに、内装実験装置の一
狽�pいて宇宙環境材料の実験研

シングルイベント効果に関する研
?凾�J始する。

し、宇宙開発に寄与する。
i全体計画　約186億円）

新たに、イオン照射実験棟建設に 究を開始した。
着手した。平成2年度には、イオ 隔

ン照射研究棟及び内装実験設備の
一部を完成させた。平成3年度に
は、第1期計画の施設｛高エネル
ギーイオン照射装置、中エネルギ
一重イオン照射装置、内装実験設
備（11装置）｝を完成させ、年 e

度内に研究利用を開始した。さら
に㍉第n期計画施設（中エネルギ
ザ、

鼬yイオン照射装置、低エネルギ
　

　　　　　’T
一イオン照射装置及び建家）の建
設、整備に着手した。
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（人工衛星共通技術の分野）
、

恥

研究項’目： 太陽発電衛星技術に関する調査研究

研究機関等名 ：工業技術院亭ユーサンシャイン計画推進本部
噂

」

ン　　年度

炉

　』

¥算額

平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
最　　終　　目　　標

備
　
　
　
　
考
「

（千円）

事項 9，017 20，000 20，000

宇宙発電システ

?ﾉ関する調査

､究

　太陽発電システムに関し

A地球環境への影響、技術

I可能性、経済性等に関す

　前年度に引き続き太陽発

dシステムに関し、地球環

ｫへの影響、技術的可能性

　前年度に引き続き太陽発
dシステムに関し、地球環　　　　辱

°ｫへの影響、技術的可能性

　太陽エネルギーを安全かつ効率的に電気エネ

泣Mーに変換し、そのエネルギーをマイクロ波

ﾅ送電する宇宙発電システムについて調査・研

る調査研究を行った。 、経済性等に関する調査研 、経済性等に関する調査研 究を行う。

覧

究を行った。 究を行う。
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瀞 匁 3 鷲r門
，（人工衛星共通技術の分野）

研究項目：

研究機関等閑： 工業技術院機械技術研究所

　　　年度

¥算額
平成元年度～3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 ●　　　　最：終　目　標

備　　　考

　　　（千円）
55，047 14，768

！

－

大規模宇宙構造
　　　　　　≠ｳ年度は複数のコントロールモーメントジャイロを同時制御 4個以上のコントロールモーメントジャ 宇宙基地など宇宙利用における構 平成4年度終了

体の姿勢制御技 してトルクを発生させるための指向制御、速度制 イロの実時間協調制御によって 造物の高精度姿勢制御の基礎技術を

術の研究 御の方式を検討した。また、アクチュータやコントローラの 、特異点回避等の基本性能を 確立する。

分散配置と分散制御方式及び全体規模の拡張性 満たしつつ指向、速度制御広

について検討した。 角姿勢制御等を含む実制御実 ’

2年度は4個以上のコントロールモーメントジャイロの実時 　　　　　　　、ｱを行い、システムの総合評価を

間同時制御によって模擬人工衛星を任意軸まわ 行った。

りに回転させる姿勢変更実験を行い所望の性能 ’

を得た。分散コントローラの動作をシミュレーションで検討し ξ　　　　ノ

た。 ’

3年度は姿勢制御法にコントロールモーメントジャイロの特　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ

異点を回避する方法を追加して実験を行い、任
意の制御動作についての性能を確認した。また

し

、姿勢制御のロノ、。スト性について実験を行った。

噌＿＿＿一一二一＿駒＿＿一＿＿＿ ｝　霞　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　r　畢　一　聯　一　一　一　一　昂　卿　一　一　一　■　■　胴　隔　帽　圃　一　一　一　儒　層　卿
＿　　儒　　一　　鱒　　輔　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　r　　一　　句　　一　　”　　o　　一　　一　　薗

＿＿＿一＿一＿二＿一＿＿一＿＿． 鱒　　卿　　噂　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　■　　一　　一　　嘗　　一　　薗　　一　　一　　雪　　一　　需　　一　　冒　　一　　陶　　鞠　　鴨　　一　”　　儒　　口 一　　一　　騨　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　卿　　一　　一　　嚇　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一

モデルペースド 元年度はマスタスレーブマニヒ。ユレーションのスレプ側の作 前年度検討した複雑な拘束 宇宙用無人探査機等で必要とされ 平成4年度終了

・バイラテラル 業状態を操作者に体感させるために、スレーブ側 面のモデル化手法と干渉力発生 ている長距離間遠隔操作において、

マニピュレーシ 　　　　　　　’ﾌ作業環境のモデル化手法について検討を加える 法を実際に計算機上にインフ。リメ 高い操縦性を持つマスタスレーブマ

ヨン とともに、4自由度の可変インピずンス構造のマスタマ ントした。また、安全に人間機械 ニピュレータシステムを完成させる
’

ニヒ。ユレータの試作を行った。 系操縦実験を遂行するために o

2年度は実時間処理のための並列情報処理シス 、ルーフ。実験環境を監視できる
テムと高速グラフィフクディスフ。レイシステムを備えた環境構 マスタ側の操縦席を整備した。こ

r
造シミュレータの試作を行った。点物体近似による環 レれらの実験システムを用いて、モデ

、

境構造モデルを構築し、環境からの拘束力をモデル ル介在型マスタスレーブ。の操縦性の

から発生する手法の検証を行った。 総合評価実験を行った。
レ

乏

3年度はスレーブ環境のモデル化の手法を拡張し、

複雑な拘束面のモデル化手法と干渉力発生法を検
討した。また、マタススレーブ。実験システムを整備し、モデル じ

介在型マスタスレーフ。の操縦性め評価実験を行った。

～

戸

　　　
A 7

，

竪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
’
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5
（人工衛星共通技術の分野）　〆 ㌔　　　　　　　、

、

、

研究機関等名：工業技術院機械技術研究所

年　　　度
～率成3年度実績 　　　ち

ｽ成4年度実績 平成5年度計画
最　終　目　標 備　　　考

予算額 ξ

（千円）　　　吃

、 9，362
事　　項　　・　・

、

宇宙用高精度位置姿勢制御技術の

､究　　　　　’　． 　　　　　包　　　　　　　　　　　　l　　　r艦　　　　亭

　浮遊物体の地上実験のため
�w定盤上に浮遊機構を試作
ｵ、動作特性を計測するとと

　他天体を赤外線領域で高解像度観
ｪするために必要な複数個の境面要
fによって合成開口型の赤外天文観

平成5年度スタート

7 ヨ もに、レーザ弓長機によって 測システムを構成する技術を研究す

亜

　　　　　　　　　　　　ず
秩@　　　些

物体の移動量：のオンライン計 る。

し 測システムを構成する。また

1

、液体窒素温度付近での実験
を可能にする低温環境装置を

　　　　　　　　　1A
試作する。

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

一
、

1

、

ポ

」

’

｝

叫

｝

「

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
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5（人工衛星共通技術の分野）

研究項目： 大規模衛星の基礎技術に関する研究
、

研究機関等名： 工業技術院電子技術総合研究所

　　　年度

¥算額
！　　平成元年度～3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

最：終　目　標 備　考
　　　（千円）

162，685 52，000

熱環境制御技術 液肥ラジエ汐（LDR）の液滴回収器の試作を行うとともに水素吸蔵合金 LDRルワ。としての動作を総 衛星の熱環境制御の要素 平成4年度終了

の研究 を用いた熱駆動型圧縮器を試作した。 合的に真空中で評価するとと 技術として廃熱技術の研究

匹

LDRの真空仕様マルチノズル型寄留製造機を製作するとともに、水素吸蔵合 もに、水素吸蔵合金を用いた を行うとともに、長寿命で
｝ 金を用いた冷却システムの膨張機の試作を行った。，　　　　　　　’ 冷凍機システムの動作特性の評価 信頼性の高い冷凍システムの研

爵 LDRラボモデルを構成し動作特定評価を行うとともに水素吸蔵合金を用い を行った。 究を行う。

た冷却システムの性能試験を行った。～　’　　　　　　　1
一　　一　　繭　一　向　　陶　一　　一　　■　　一　　一　　圃　　一　　一　　■　　一 ＿　　＿　　一　　膚　　の　一　　一　一　購　　葡　傅　　一　　哺　　駒　　一　　胸　　甲　　儒　　一　　一　　一　　轡　　圃　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　扁　　禰　　輌　　一　　桶　　一　　層　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　需　一　　胴　　『　　鱒　　一　　翰　繭　　鵬　　鱒　一　　輌　　一　　『　一　一　需　　鱒　　楠　一　　一　　骨　　脚　　一 一　一　“　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　肩　一　一　一　圏　一　一

一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　儒　　一　　陶　　一　　一　　一　一　　一　　一　　　　　一　　閣　　曜 ＿　　＿　　一　　陶　　韓　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　膳　一　　鯛　　一　　一　　一　　一　　繭　　需　　扁　　一 ＿　　一　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　一　　＿　　＿　　一　　一　　帥　　讐　　幽　　一　　暢　　一　　”　　●

宇宙用テレオへ。レ汐 宇宙用テレオへ。レ一団の近接作業用誘導制御アルゴリズムの研究とターケ㍉ト衛星の 宇宙用テレオへ。レ一三を地上から 大規模衛星に対し軌道上 平成4年度終了

技術の研究 宇宙空間における三次元運動を実時間で解析予測する手法の研究を行っ 操作・運用するのに必要な統 で物資補給、装置の交換の

た。　　「 合制御法及びマンマシンインタフェースに 種々のサービスを行うために

テレオへ。レータ飛行系とマニュヒ。レ一三系との相互干渉、協調制御の研究及びフ。ラフ 関する基礎技術の研究を行っ 必要なテレオへ。レ汐の基礎技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　，gフォームへのソフトランディングのための制御方法の研究を行った。 た。 の確立を目指す。

テレオへ。レータの自立的な飛行路計画技術を検討するとともに、ターゲットの相 ρ

対距離及び相対運動状態を実時間でセンシングするための技術を研究した。
噂一。
ﾋ．一．一一躰〇一＿＿．．＿＿＿＿ 一　　層　　一　　輔　　一　　一　一　　億　一　　孕　　一　　輌　　一　　一　　一　“　　鱒　　鴨　　骨　閏　一　　一　一　　殉　鱒　　一　　一　　一　　一　　卿　　o　　一　　一　　一　　脚　　“　　甲　　閏　葡　　轄　　輔　　鱒　　繭　　膚　　“　　騨　　輯　　薗　　陶　一　　句　＿　　鱒　　一　　一　　掴　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　繭　　縣　禰　　伽 吻　＿　幅　”　一　噂　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　陶　■　一　圃　一 ＿　＿　＿　一　一　r　一　一　一　一　一　一　一　一　囎　”　一　一　一　一　一 一　＿　鴨　一　一　一　一　一　一　脚　一　一　一　一　一　単　嘗　一　一　一　一　一　一　胃　一　騨 r　　＿　　一　　繍　　一　　，　　韓　　一　　喚　　一　　一　　陶　　一　　“　　一　　騨　　騨　　一　　一　　一

団エネルギー貯蔵技 蓄熱材料の物性測定と高性能化の検討を進めるとともに、蓄熱器の伝 コンボ。ジット潜熱蓄三体の評価 宇宙太陽熱発電を主たる 平成4年度終了

術の研究 熱特性及び熱応力を調べるための伝熱試験ルーフ。の製作を行った。 試験と一層の性能向上を図る 応用例とした三熱、蓄熱技

蓄熱材料のセラミフクスとのコンボ。ジットを行った。加熱ルーフ。による伝熱実験を とともに、宇宙熱発電レシーバ 術の確立を図る。
を行うとともに、熱応力測定装置を製作した。　　　　’

の概念設計と成果のとりまと
コンボシ㍉ト潜熱蓄熱湯について加熱試験ルーフ。を用いた伝熱実験を行い高 めを行った。

性能化を図るとともに、受蓄熱器の熱応力実験を行った。
噸噂日葡鵬一 �w働一｝卿『一鞠

構脚騨㌔噌一葡＿一帽一＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿μ＿一「卿一嚇．＿噸一＿＿鯛＿＿日一一＿一一＿卿卿＿＿圃＿噂＿＿舜＿＿“騨F＿＿＿＿ r　儒　＿　葡　騨　噌＿　＿　＿　＿　一　＿　一　齢　一　一　一　一　一　一　一　一　鴨　一　嘗　一　閣　需 一　＿　＿　肩　一　一　一　一　一　　　一　一　局　一　一　一　一　一　一　一　膚 一　＿　一　働　一　一　一　一　囎　印　一　一　一　帥　一　一　一　一　一　一　鞠　一　一　一　簡　幽 印　一　　一　一　一　一　一　r　一　一　　幽　一　一　　一　一　需　需　一　　一　　一

アレイアンテナ型電波 ヒ㌧ムモニタアダフ。ティプ制御方式による送信アレイアンテナのヒ～ム制御システムの試作 マルチアンテナ方式放射計に走査 映像型電波放射計の空間 63年度は「送電用マイク

放射計の研究 及びその性能評価を行った。 機能を付加し、2次元イメージンク 分解能化を図るためアレイアンチ ロ波伝送システムの研究」

アナログ相関方式3アンテナ放射計を製作するとともにデジタル相関方式との比 ’の空閥・温度分解能の評価 ナを用いた干渉計方式の電 、元年度は「アレイアンテナ

沖 較検討を行った。　　　　　　　　　　「 を行った。 波放射計技術を確立する。 制御技術の研究」と

6個のアンテナからなるマルチアンテナ干渉計放射計を検討・試作し、1次元のイメー ’して実施した。

ジングにより性能評価を行った。 1 平成4年度終了
層　　一　　一　　鵯　　鴨　　簡　　舳　　哺　　儒　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　＿　＿ 圏　一　昌　昌　一　噸　鱒　駒　胸　鱒　一　“　一　一　嚇　卿　脚　一　僧　鱒　齢　繭　隔　一　価　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　噂　一　一　一　鱒　一　脚　輯　嶋　嶋　馴　一　一　一　一　鱒　一　帥　一　騨　一　一　一　一　一　一　一 噂＿一＿＿一一一一　一・●一一一一一一一回顧一一■一繭　一脚一

一　一　一　一　一　　　　噂　一　一　一　胸　一　噂　一　一　一　一　帽　膚　一　帽 一　一　一　一　一　卿　囎　鵤　脚　鱒　一　■　一　一　一　一　隔　一　一　一　一　糟　一　需　調　騨 ＿　一　一　　一　　一　　一　一　一　一　一　一　囎　　一　　一　殉　　鱒　隔　需　脚　　一

雨外センサの高度 スパッタ膜の品質向上、PN接合形成技術の開拓等、素子製作技術の高 平成元年度からの成果に基 資源探査のためのりモートセンシ 平成4年度終了

化の研究 　　　　　　　　　電x化を図った。微細化のためのデバイス技術の開拓、透明電極形成技術の づき、これまで作成した素子 ングに有用な赤外領域のセンサ

開拓等、赤外センサ高度化に必要な素子製作技術の研究を行った。 について改良と詳細な評価を 素子技術の高度化を図る。

InSb高集積化赤外線センサ及びlnSb朴ランジスタを製作して、性能試験を行 行った。

つた。
偶

｛

■一 u卿鱒嚇一一r●爾一軸葡一亨
�ｬ重力利用技・術の研究、

脚　一　”　蘭　一　畠　■　層　一　一　一　縄　胸　鞠　卿　一　一　一　一　闘　一　”　一　鴫　｝　一　一　一　〇　一　一　薗　一　一　一　銅　一　一　一　一　一　一　一　一　麟　齢　齢　一　■　一　一　周　一　一　脚　鳳　冑　吻　縛　一　一　一　鱒　鴨　繭　一

@微小重力下での無対流現象を、光散乱装置を用いて観察するとともに
A電極反応に伴う語誌発生観察の予備実験を行った。

＿一廉一一一＿■＿＿鱒一一一一一一一一一一一一一一一一一

@微小重力下で顕著となる無
ﾎ流という現象が相転移界面

一　一　　　　一　一　鴨　胃　一　開　向　一　輌　輌　一　一　一　一　μ　脚　口　一
一　　一　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　陶　　需　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　需　　”

@微小重力下での液体現象
A電極反応に伴う物質移動

＿　　一　　髄　　一　　謄　　r　　一　　扁　　一　　一　　一　　一　　需　　鞘　　櫛　　一　昌　伽　　一　　一

ｽ成4年度終了

光散乱装置を用いて界面境界層の観察を行うとともに、電気分解で生 に与える影響について、界面 現象等について基礎的な研

じるガス発生の挙動を観察するための微小重力実験を開始した。 境界層の観察と相転移速度の 究を行い、材料生成のため

測定により調査した。 の基礎デ汐を得る。
’
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